
（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

光熱水費
観光課分 35千円

手数料
消火器点検手数料（観光課） 5千円

保険料
建物火災保険料（観光課） 5千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 5 財産管理費

事業名 8 財産管理費（一般）

総合計画の位置づけ 20　次世代のために土地や建物を管理し有効に使おう
所信表明「五本柱」の位置づけ ５．行財政改革の継続

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

　大山公民館前車庫の維持管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 44 45 1

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 44 45 1

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 5 財産管理費

事業名 8 財産管理費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町有施設管理

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

国の登録有形文化財である御来屋駅舎の保存 11.役務費
管理を行う。 　5.保険料
※電気代　賃借部分は雑入にて収入 　　建物共済分担金
※賃借料として土地建物貸付収入 12.委託料

　　トイレ等清掃
10.需用費 13.使用料及び賃借料
 1.消耗品費
 5.光熱水費
　　電気料金
　　下水道料金
　6.修繕料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 5 財産管理費

事業名 1479 御来屋駅管理事業

総合計画の位置づけ 05　まちの誇りとなる文化財を守り活用しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

国の登録有形文化財である御来屋駅舎の保存管理を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

46千円

670千円
161千円

10千円

420千円
54千円
30千円

区分

事業費 1,316 1,391 75

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0 施設貸付収入 65

その他 281 281 0 雑入 216

一般財源 1,035 1,110 75

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 5 財産管理費

事業名 1479 御来屋駅管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地元住民・駅利用者 国の登録有形文化財である御来屋駅舎の保存管理を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

補助金及び交付金
大山恵みの里づくり促進事業補助金 14,358千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 628 大山恵みの里プロジェクト推進事業

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山恵みの里づくり促進事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

一般財団法人大山恵みの里公社に対して公益事業を補助することにより、町内生産者や事業者の所得向
上および大山町ブランドのPRや販路拡大を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 16,062 14,358 △ 1,704

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 16,062 14,358 △ 1,704 合併振興基金繰入金 14,358

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

,

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 6 企画費

事業名 628 大山恵みの里プロジェクト推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山恵みの里公社 大山町のブランドPR、販路拡大を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

公社売上 千円 262,078 270,000 270,000 270,000 270,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

公社売上 千円 262,078 270,000 270,000 270,000 270,000

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

10  需用費　修繕料 30千円
18  負担金補助及び交付金 696千円

　6次産業推進団体補助金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 1104 旧逢坂農産物処理加工所管理事業

総合計画の位置づけ 08　自然の恵みを活かして「大山町の顔」をつくろう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町6次産業推進団体補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

旧逢坂農産物処理加工所において、農水産物を活用した6次産業の推進と地域活性化を図る

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 819 726 △ 93

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0 0

一般財源 819 726 △ 93

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 1104 旧逢坂農産物処理加工所管理事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
旧逢坂農産物処理加工所 農水産物を活用し、6次産業の推進と地域活性化を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用回数 回 64 70 70 70 70

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用回数 回 64 70 70 70 70

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

10　需用費 13　使用料及び賃借料
消耗品費 20千円 用地借上料 　　6千円
施設修繕料 100千円 仮設トイレリース料 200千円

11  役務費 14　工事請負費
トイレ管理手数料 304千円 夕日の丘神田山香荘案内版撤去工事
建物火災保険料 368千円 163千円

12  委託料
指定管理委託料 21,000千円
フットボールセンター運営委託 420千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 1256 夕陽の丘神田運営事業

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 夕陽の丘神田条例・規則

個別計画

事業
概要

夕陽の丘神田山香荘の施設運営に係る経費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 22,532 22,581 49

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 21,000 21,000 0 ふるさと応援基金繰入金 21,000

一般財源 1,532 1,581 49

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

10 総務費 5 総務管理費 12 総務施設管理費

事業名 1256 夕陽の丘神田運営事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民、町外来訪者 施設の利用をもって町民の健康増進を図るとともに、町外者との

交流の場とし、大山北麓エリアの活性化に寄与する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用人数 人 52,461 50,000 50,000 50,000 50,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

11  役務費 44千円
建物火災保険料

12  委託料 165千円
電気工作物保安業務

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 6 農業施設運営費

事業名 946 農産物処理加工施設管理費

総合計画の位置づけ 02　まちの自然・歴史・文化を知ろう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

大山町農産物処理加工施設の管理費用

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 232 209 △ 23

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 232 199 △ 33 電気工作物保安業務委託料負担金、
貸付収入 199

一般財源 0 10 10

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

30 農林水産業費 5 農業費 6 農業施設運営費

事業名 946 農産物処理加工施設管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
契約者 農産物処理加工を目的とした民間事業者に貸し付け、施設を

活用する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

旅費 誘致企業費 41千円 　　新型コロナウイルス対策特別金融支援利子補助金（3年分）500千円　
役務費 　　新型コロナウイルス対策特別金融支援利子補助金（4年分）　110千円
　手数料　 　　地域経済変動対策資金利子補助金(R5年分)　　　　　600千円
          屋外広告物点検手数料   50千円 　　地域経済変動対策資金利子補助金(R6年分）　　　3,000千円

　　地域経済変動対策資金利子補助金(R7年分）　　　4,700千円
工業団地草刈委託料　　 172千円 　　地域経済変動対策資金利子補助金(R8年分)　　　　1,500千円

　中小企業小口融資貸付金　5,885千円　
補助金及び交付金 　積立金
　町商工会補助金 　6,000千円 　新型コロナウイルス感染症対策資金利子補助基金積立金　35千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 2 商工振興費

事業名 251 商工振興費（一般）

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

・大山町商工会補助金交付要綱,鳥取県地域経済変動対策資金制度要綱,大山町地域経済変動対策
資金利子補助金交付要綱ほか

個別計画

事業
概要

〇町商工会への支援　
〇金融支援
新型コロナウイルス対策特別金利支援利子補助金、燃油及び原材料価格高騰・円安対策利子補助金、
中小企業小口融資貸付金

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

 1/2

 1/2

 1/2

10/10

10/10

※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 18,263 22,593 4,330 鳥取県コロナ対策融資
利子補助金 305

国庫支出金 0 0 鳥取県地域経済変動対
策資金利子補助金 4,900

県支出金 4,810 5,205 395 コロナ利子補助基金繰入
金 305

地方債 0 0 中小企業小口融資貸付
金元利収入 5,885

その他 6,063 6,227 164 損失補償金返還金（過
年度分） 2

一般財源 7,390 11,161 3,771 資金利子補助基金利子 35

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 2 商工振興費

事業名 251 商工振興費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町商工会
金融機関
町内に事業所を有する中小企業等

商工会への支援、新型コロナウイルス対策として町内の中小企業等へ
無利子で融資を行った金融機関に対する補助、また経済変動事業を
対象とした融資を受けた者の対象融資にかかる利子負担の軽減を図
ることにより、大山町の経済活性化を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

小口融資貸付件数（新規分） 件 4 4 4 4 4

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

256企業誘致費（一般）と統合
工業団地草刈委託料

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費
　謝礼金　
　　　空き施設活用創業支援事業補助金審査委員謝礼 19千円

補助金及び交付金
空き施設活用創業等支援事業補助金　10,000千円
　5,000千円×2件

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 2 商工振興費

事業名 1296 地方創生推進事業（商工振興費分）

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 空き施設活用創業等支援事業補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

【企業支援補助金（地方創生推進事業】
大山町空き施設活用創業等支援事業補助金
町内の空き施設等を改修して創業または新規事業を開始する際の経費を補助（補助率1/2,上限5,000
千円）

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 0 10,019 10,019

国庫支出金 0 5,000 5,000 地方創生推進交付金 5,000

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 5,000 5,000 ふるさと納税寄付金 5,000

一般財源 0 19 19

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 2 商工振興費

事業名 1296 地方創生推進事業（商工振興費分）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
事業者 大山町内の空き施設を改修して創業または新規事業を開始し、空き

施設の解消や地域の賑わいづくり及び雇用機会を創出する事業を行う
者に対して支援することにより、商工業の活性化、地域コミュニティの再
生を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

採択件数 件 2 3 3 3 3

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

12委託料
地域おこし協力隊活用事業委託料（商工観光分）
5,500,000円×3名 16,500千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 2 商工振興費

事業名 1645 地域おこし協力隊活用事業（商工観光分）

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町地域おこし協力隊設置要綱

個別計画

事業
概要

国の支援（特別交付税措置）を受け、都市地域の方を地域おこし協力隊として受け入れ、観光分野にお
ける情報発信や観光目的地づくり、特産品開発等の取り組みを進め、観光・商工業の盛り上げを図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

10/10

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 0 16,500 16,500 特別交付税 16,500

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 16,500 16,500

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 2 商工振興費

事業名 1645 地域おこし協力隊活用事業（商工観光分）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

地域おこし協力隊員の着任 人 3

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

７報償費
　２記念品等 200千円×100件

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 2 商工振興費

事業名 1646 大山町住環境整備支援事業

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町住環境整備支援助成事業実施要綱（予定）

個別計画

事業
概要

町民の住環境整備を支援するとともに、物価高騰により需要低迷の影響を受けた大山町内における消費経
済需要喚起を目的とする。
助成対象となる住環境整備をした場合、大山町商工会が発行する共通お買物券により助成する。
助成額：対象経費×15/100、1世帯あたり上限20万円。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
100%
(　　　　)

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 0 20,000 20,000

国庫支出金 0 20,000 20,000 物価高騰対応重点支援地方
創生臨時交付金 20,000

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 0 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 2 商工振興費

事業名 1646 大山町住環境整備支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民 住環境整備支援

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

補助件数 件 100

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報酬　観光振興計画審議委員報酬 100千円 備品購入費 　無線機　　963千円
給料　一般職給料 43,400千円
　　　　会計年度任用職員給料 　2,672千円
職員手当 35,128千円
共済費 15,836千円
報償費　国立公園90周年イベント記念品 20千円
旅費  モンベルフレンドフェア他 220千円

委託料　南光河原駐車場総合案内所保守管理委託料589千円
使用料及び賃借料　南光河原駐車場使用料他 134千円 補助金及び交付金 温泉活用促進補助金　500千円
工事請負費 県営駐車場急速充電器撤去工事　1,522千円 公課費 自動車重量税5台分　66千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 252 観光費（一般）

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 観光立国推進基本法、観光地域づくり法人の登録制度（登録ガイドライン）

個別計画 アウトドアライフ構想、観光戦略、(仮)大山町観光振興計画

事業
概要

職員への給料他の支払いや、公用車および観光事業関連物品・施設の管理を実施し、観光振興事務の一般管理を行う。また、町が加入している観
光関連団体への負担金の支払いを行う。
国の観光庁が認定する地域DMOとして、大山町を中心とした観光によるまちづくりを推進。地域資源の磨き上げ、マーケティングに基づく商品造成、旅
行者の受入環境整備、事業者との共創を通じて持続可能な観光地域の形成をめざし、地域一体での価値向上と経済効果の創出に取り組む。一般
的に観光産業は裾野が広い、裨益効果が高いという特徴があるとされるが、観光産業が単独で存在、機能しているのではなく、他の産業と繋がること
で、その裾野を広げるハブとしての役割を果たしていることを意味し、町内の多様な事業者が連携するための仲介役となり、地域として稼ぐ力を養う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

1/2
(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

需用費　消耗品400千円,燃料650千円,光熱水費255千円,修繕772千円

役務費 通信運搬費495千円,手数料134千円,保険料276千円

区分

事業費 117,247 128,387 11,140 地方創生推進交付金 7,884

国庫支出金 0 7,884 7,884 南光河原駐車場総合案内所
保守管理委託料 589

県支出金 0 589 589 農産物処理加工施設貸付収
入 2,737

地方債 0 0 建物貸付収入 2,044

その他 4,580 5,598 1,018 大山入山協力金 641

一般財源 112,667 114,316 1,649 雑入（南光河原駐車場指定
管理納付金,大山賛歌CD） 176

財
源
内
訳

事業費
の内訳

負担金　24,255円(県観光連盟597千円,山陰観光連盟
90千円,国立公園協会120千円,国際定期便協議会36千円,山麓
協2,225千円,大山山岳環境保全協議会451千円,大山の美化
100千円,頂上保護1,700千円,米子市観光案内所31千円,鳥取
空港案内44千円,日本観光振興協会60千円,登山道整備1,250
千円,槇原シャトルバス1,000千円,妻木晩田遺跡活用70千円,コン
ベンション1,600千円,全国山の日協議会30千円,大山遭難防止協
会475千円,博労座駐車場拡張400千円,全国観光地所在協議会
8千円,DMO事業13,968千円）



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 252 観光費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民、国内外からの来訪者 観光事務にかかる人材と資源を適切に管理するとともに、観光振興に取り組む加入団体

の活動支援を行うことで、地域の観光推進を図る。観光を一つの手段として捉え、観光に
よるまちづくりを推進。地域資源の磨き上げ、マーケティングに基づく商品造成、来訪者の
受入環境整備、事業者との共創を通じて持続可能な観光地域の形成を目指し、地域
一体での価値向上と経済効果の創出に取り組むため。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

旅行消費額 百万円 3,960 5,600 6,200 6,900 7,000

延べ宿泊者数 千人 46.3 48.7 51.1 53.7 56.5 

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

来訪者満足度 ％ 73.5 70 70 70 70

リピーター率 ％ 55.8 60 60 60 60

追加・
変更に
ついて

557観光二次交通整備支援事業と統合
DMO事業負担金：別紙のとおり。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費 補助金及び交付金
　光熱水費　360千円 　大山町観光協会補助金　365千円
役務費 　観光協会中山支部補助金　590千円
　通信運搬費　150千円(18千円増→利用状況・基本料金増のため） 　観光協会名和支部補助金　590千円
委託料 　観光協会大山支部補助金　550千円
　観光案内業務委託料　11,349千円 　大山観光局補助金　4,700千円
使用料及び賃借料
　テレビ視聴料　7千円
　観光案内所借上料　1,569千円
負担金
　大山観光局会費負担金　1,450千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1211 大山町観光協会支援事業

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町補助金等交付規則、大山町観光協会補助金交付要綱

個別計画 なし

事業
概要

各観光協会へ補助金を交付し、各種イベント、広報活動等を支援する。
大山観光局へ観光案内所の運営を委託する。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )
1/2

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 21,018 21,680 662

国庫支出金 0 2,350 2,350 地方創生推進交付金 2,350

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 4,700 11,349 6,649 ふるさと応援基金繰入金 11,349

一般財源 16,318 7,981 △ 8,337

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1211 大山町観光協会支援事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町観光協会、一般社団法人大山観光
局、大山町観光協会中山支部、大山町観光
協会名和支部、大山町観光協会大山支部

大山町への来訪者の満足度向上を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

観光案内所の来訪者数 人 14,194 15,000 15,000 15,000 15,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

需用費
　印刷製本費　山陰遊悠絵図 61千円
　修繕料　観光看板修繕料 　　150千円
役務費
　広告料　協賛イベント広告他 204千円
　手数料　屋外広告物安全点検料 150千円
使用料及び賃借料
　看板設置用地使用料  12千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1212 観光広報事業

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

観光看板の維持管理や広域観光マップの作製など、本町への観光誘客につながる広報事業を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 697 577 △ 120

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 697 577 △ 120

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1212 観光広報事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民、国内外からの来訪者 地域の観光振興のためのＰＲを行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

旅行消費額 百万円 3,960 5,600 6,200 6,900 7,000

延べ宿泊者数 千人 46.3 48.7 51.1 53.7 56.5 

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

来訪者満足度 ％ 73.5 70 70 70 70

リピーター率 ％ 55.8 60 60 60 60

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金
　牛馬の聖地大山ドリームカーフェスタ負担金　1,800千円
　日本遺産大山山麓魅力発信推進協議会負担金　147千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1278 日本遺産魅力発信推進事業

総合計画の位置づけ 02　まちの自然・歴史・文化を知ろう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 なし

個別計画 なし

事業
概要

地元を含めた国内外に対し、日本遺産ストーリー「地蔵信仰が育んだ日本最大の大山牛馬市」を活用し、
構成市町と連携しながら日本遺産に認定された大山山麓の魅力を発信することで、地域活性化につなげ
る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 147 1,947 1,800

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 1,800 1,800 ふるさと納税寄付金 1,800

一般財源 147 147 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1278 日本遺産魅力発信推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
地元を含めた国内外 日本遺産に認定された大山山麓の魅力を、地元を含めた国内

外に発信し、誘客を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

PRイベントへの参加数 回 4 3 3 3 3

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

小中学生における認知度 % 78 80 80 80 80

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

修繕料
一般修繕 200千円
外壁塗装修繕 282千円

保険料
建物火災保険料 276千円

委託料
指定管理委託料 10,829千円

使用料及び賃借料
用地借上料 840千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1327 大山参道市場運営事業

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町大山参道市場条例及び規則

個別計画

事業
概要

平成29年度に地方創生拠点整備交付金で建設した、複合商業施設「大山参道市場」の管理・運営を行
う。令和5年4月から令和10年3月までの指定管理者は株式会社モンベルホールディングスに決定している。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 12,145 12,427 282

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 10,829 10,829 0 ふるさと応援基金繰入金 10,829

一般財源 1,316 1,598 282

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

,

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1327 大山参道市場運営事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内外の観光客 平成29年度に地方創生拠点整備交付金で建設した、複合商

業施設「大山参道市場」の管理・運営を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

入込客数 人 64,219 65,000 65,000 65,000 65,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

記念品等　SEA TO SUMMIT記念品 120千円 皆生・大山SEA TO SUMMIT負担金 1,450千円
消耗品費　「岳人」年間購読料 13千円 補助金及び交付金
修繕料　建物等修繕料 200千円 アウトドアイベント補助金
通信運搬費　BOXチャーター便 60千円 甲川渓流まつり 400千円
保険料　旧眺海荘建物共済分担金 45千円 御崎花火大会 500千円
使用料及び賃借料　旧眺海荘土地使用料（水道施設・国有地） 3千円 はまなすサイクリング 400千円
工事請負費　旧眺海荘庇改修工事 5,654千円 中山わいわいフェスティバル 1,700千円
負担金 大山町納涼花火大会 500千円

モンベルフレンドタウン負担金 462千円 ゆうゆうフェスタ 500千円
フレンドフェア横浜出展負担金 112千円
フレンドフェア大阪出展負担金 112千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1493 アウトドアライフ構想推進事業

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町アウトドアイベント補助金交付要綱

個別計画 大山町アウトドアライフ構想

事業
概要

民間アウトドアメーカーの会員組織を活用し全国100万人のアウトドア愛好者へ大山の魅力を発信すること
や、観光振興事業を推進する団体に対しイベント運営に必要な経費を補助することでアウトドアライフ構想の
推進を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 6,459 12,231 5,772 ふるさと応援基金繰入金 4,000

国庫支出金 0 0 公共施設整備基金繰入金 5,654

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 4,000 9,654 5,654

一般財源 2,459 2,577 118

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

,

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1493 アウトドアライフ構想推進事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内外の方 アウトドアライフ構想の推進を図り、大山の恵みと共生する持続

可能なまちを実現するため。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

補助対象団体数 団体 6 6 6 6 6

イベント数 個 7 7 7 7 7

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

延べイベント参加者数 人 5631 6000 6000 6000 6000

追加・
変更に
ついて

令和7年度の実績額をもとに各イベントへの補助金額を設定した。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

負担金補助及び交付金
負担金　（2名分） 17,183千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1620 地域活性化起業人活用事業（観光）

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町地域活性化起業人制度に関する要綱

個別計画

事業
概要

国の地域活性化起業人制度を活用して民間事業者から派遣を受ける職員について、派遣元事業者に対し
て負担金を支払う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 0 17,183 17,183

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 0 17,183 17,183

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 3 観光費

事業名 1620 地域活性化起業人活用事業（観光）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町として向かうべき観光振興のあり方整理や新たな観光コンテン
ツの仕組みづくりなどの推進について、観光事業に精通した事業
者から町に対し職員派遣を受け、取り組みを進める。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

観光ビジョンの作成 1

観光振興計画の策定 1

観光目的地づくり 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

修繕料
建物等修繕料 300千円

保険料
公有建物共済分担金 74千円

委託料
観光案内業務委託料 6,234千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 5 観光施設費

事業名 872 観光交流センター管理費

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画 大山恵みの里づくり計画

事業
概要

指定管理者に施設の適正管理、より良いサービスの提供、交流促進を行わせる。また、道の駅を特産品や
観光の情報発信拠点となるに充実を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 6,371 6,608 237

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 367 367 0 道の駅事務所貸付収入 367

一般財源 6,004 6,241 237

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

,

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 5 観光施設費

事業名 872 観光交流センター管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山恵みの里公社 道の駅における観光案内等の情報提供により道の駅利用者の

利便性向上を図る。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

年間入込客数 人 187,345 200,000 200,000 200,000 200,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

年間入込客数 人 187,345 200,000 200,000 200,000 200,000

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

委託料
道の駅管理委託料 2,137千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 5 観光施設費

事業名 1200 道の駅管理費

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画 大山恵みの里づくり計画

事業
概要

道の駅「大山恵みの里」の国に帰属する施設部分（情報提供棟・公衆便所棟）について、施設の適正な
管理運営と施設を活用した道路利用者の利便性・快適性の向上と地域の振興への寄与を図る。
平成24年4月1日から大山恵みの里公社に維持管理を委託。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 2,083 2,137 54

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 12 △ 12

一般財源 2,071 2,137 66

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

,

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 5 観光施設費

事業名 1200 道の駅管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山恵みの里公社 施設の適正な管理運営と施設を活用した道路利用者の利便

性・快適性の向上。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

保険料
建物共済分担金 12千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 5 観光施設費

事業名 1217 道の駅事務所管理費

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画 大山恵みの里づくり計画

事業
概要

道の駅「大山恵みの里」の事務所の維持管理費。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 12 12 0

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 12 12 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

,

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 5 観光施設費

事業名 1217 道の駅事務所管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山恵みの里公社 大山恵みの里公社事務所の適正管理

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

27  繰出金 8,728千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 5 観光施設費

事業名 1281 索道事業

総合計画の位置づけ 09　資源や人のつながりで観光や商工業を盛り上げよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

交付税措置分の索道事業特別会計への繰り出し

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 8,135 8,728 593

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0 0

一般財源 8,135 8,728 593

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

35 商工費 5 商工費 5 観光施設費

事業名 1281 索道事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
索道事業特別会計 起債元利償還金のうち、交付税措置分を索道事業特別会計

へ繰り出す

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

02.給料 　15.退職手当負担金

　一般職給料（5名） 04.共済費

03.職員手当等 　1.共済組合負担金

　01.扶養手当 　2.互助会負担金

　03.住居手当 　3.地方公務員災害補償基金

　04.通勤手当

　06.時間外勤務手当

　08.管理職手当

　10.期末手当

　11.勤勉手当

　13.児童手当

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 313 社会教育総務費（一般）

総合計画の位置づけ 02　まちの自然・歴史・文化を知ろう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

個別計画

事業
概要

文化財の保存・活用を図るため、文化財所有者等への支援及び文化財全般の保護政策を行う職員の人
件費

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

2400千円

15950千円

5500千円

470千円 50千円

40千円

550千円

300千円

300千円

3800千円

3100千円

500千円

区分

事業費 31,839 32,960 1,121

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 31,839 32,960 1,121

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 1 社会教育総務費

事業名 313 社会教育総務費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
文化財職員人件費 文化財の保存・活用を図るため、文化財所有者等への支援及

び文化財全般の保護政策を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

室長１、主幹３、主任１

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

1.報酬　 10.需用費　文化財調査用品他

　文化財保護審議会報酬 11.役務費　公用携帯電話代他

　文化財調査補助職員 12.委託料　一町松維持委託料他

3.職員手当

　文化財調査補助職員通勤手当他 13.使用料及び賃借料　公用車借上料

4.共済費

　文化財調査補助職員共済組合負担金他 17.備品購入費　参考図書購入費

18.負担金及び補助金

7.報償費　調査協力謝礼他 　大神山神社保存修理

8.旅費　文化庁招聘旅費他 　業補助金他

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 336 文化財費（一般）

総合計画の位置づけ 05　まちの誇りとなる文化財を守り活用しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 大山町文化財保護条例

個別計画

事業
概要

文化財の保存、活用
国指定文化財13件、県指定文化財14件、町指定文化財23件、国登録有形文化財7件、文化庁選定
歴史の道百選3件、文化庁選定日本遺産1件

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

90%（30％）

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

416千円

113千円 231千円

2613千円

1013千円 739千円

494千円 465千円

10千円

72千円 3901千円

343千円

区分

事業費 20,596 10,410 △ 10,186 地域活性化事業債 3,000

国庫支出金 0 0 0 市町村創生交付金 10

県支出金 10 10 0

地方債 6,200 3,000 △ 3,200

その他 0 0 0

一般財源 14,386 7,400 △ 6,986

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 336 文化財費（一般）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町内所在の文化財及指定文化財等の所有
者・管理者

町内所在の文化財の保護管理・調査等及び文化財保護行政
維持を図る。また、指定文化財等の所有者・管理者が行う事業
支援を行って適正な保存管理公開を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

文化財保護審議会 回数 3 2 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

・.報酬　文化財保護審議会12名　会議２回　（定員12名）
・給料・職員手当・共済費
　　パート会計任用職員（文化財調査補助）１名分
・報償費　調査協力謝礼
（岡岩屋堂古墳管理１名分・オオサンショウオ保護指導分１回分・未指定文化財調査指導者4回分・登録文化財調査指導者１回分）
・旅費　文化庁招聘、文化財調査、審議会委員、職員の一般旅費（中国史跡整備市町村協議会、文化財行政講座、文化庁、山陰史跡整備ネット
ワーク会議、一般旅費等）
・需用費　消耗品、公用車燃料、施設光熱水費等
・役務費　通信運搬費　公用携帯２台分　調査報告書送付等
・委託料　大山一町松松くい虫防除・草刈り作業等
・使用料及び賃借料　公用車２台分・イラストレータ使用料
・備品購入費　参考図書購入（考古学歴史・民俗・建造物・町並み保存）施設備品
・負担金　全史協・中史協・全伝協・西部社教担当者会　
（指定文化財管理　補助金）
富長城跡管理事業（町指定） 42千円
町伝統芸能行事保存継承事業補助金 20千円
門脇家住宅管理事業（国重文） 203千円
南門脇家住宅管理事業（県指定） 68千円
大神山神社管理事業（国重文） 59千円
大山寺阿弥陀堂保存修理事業（国重文） 25千円
大神山神社奥宮保存修理事業（国重文）3,406千円

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

10 需用費 12 委託料
01 消耗品費 01 委託料

発掘調査・整理作業用品 63千円 発掘作業員派遣委託 2,251千円
02 燃料費 自然科学分析委託 968千円

混合油、公用車燃料等 60千円
04 印刷製本費 13 使用料及び賃借料

発掘調査報告書300部 330千円 01 使用料及び賃借料
仮設トイレ等借り上げ等 118千円

11 役務費

03 手数料
仮設トイレし尿汲取り料 15千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 338 試掘調査事業（町内開発）

総合計画の位置づけ 05　まちの誇りとなる文化財を守り活用しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等 文化財保護法

個別計画

事業
概要

主に文化財保護法に則り、開発と文化財保護のバランスをとる。また、調査によって新たな発見があった場合
は、その内容を町内外問わず共有し、町民が地元の歴史に興味を持ち、また誇りに思えるような状態を目指
す。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(１／２)

(１／４)

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 5,937 3,805 △ 2,132

国庫支出金 2,864 1,740 △ 1,124 埋蔵文化財調査補助 1,740

県支出金 1,432 909 △ 523 埋蔵文化財調査補助 909

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 1,641 1,156 △ 485

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 338 試掘調査事業（町内開発）

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
開発事業者と町民 開発行為と文化財保護のバランスをとり調整する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

試掘現場の件数 箇所 4 6 5 5 5

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

試掘溝数 本 7 25 15 15 15

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

文化財の企画展に係る消耗品 10.需用費　文化財調査用品他

門脇家住宅等保存協力会補助金 18.負担金及び補助金

214千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 545 建造物等公開活用事業

総合計画の位置づけ 05　まちの誇りとなる文化財を守り活用しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

大山町文化財保護条例、文化財保護法、大山町文化財保存活用事業補助金交付要綱、大山町アウト
ドアイベント補助金交付要綱

個別計画

事業
概要

大山町内外の人々に対して大山町の文化財の魅力を発信する活用事業及びその支援を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

60千円

60千円 274千円

重要文化財の公開活用に係る費用の一部支援

門脇家住宅等地域文化保存事業費補助金

区分

事業費 90 334 244

国庫支出金 0 0

県支出金 15 15 0 市町村創生交付金 15

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 75 319 244

伝建地区所子における地域文化を地域内外
に発信する資料を作成する。

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 545 建造物等公開活用事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山町内外の人々 大山町内外の人々に対して大山町の文化財の魅力を発信する

ことで、大山の文化と共にある持続的な生活を想起する機会を
提供する。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

大山町文化財等展示 回数 2 2 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

門脇家住宅一般公開入場客数 人 677 700 700 700 700

追加・
変更に
ついて

門脇家住宅等地域文化保存事業費補助金の追加理由：2025年より、公益財団法人日本ナショナル・トラス
トによる門脇家住宅の保存活用伴走支援事業が開始された。テーマは、「地域を巻き込んだ重要文化財の持続
可能な活用方法の構築」。その一環として、門脇家住宅を含む所子集落の地域文化を収集し、次世代への継
承と魅力発信に資する資料作成が行われる。門脇家住宅の保存活用の可能性を開拓することは文化財保護の
上でも重要な取り組みであるため、所有者等負担分の補助を行うものである。

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

01.報酬 12.委託料

町伝統的建造物群保存地区審議会委員報酬 　　修理・修景基本設計委託料

07.報償費 　　公衆トイレ清掃委託料

08.旅費 　　旧所子小学校跡地草刈

10.需用費 13.使用料及び賃借料

　1.消耗品費　図面ファイル等 　施設入場料

　4.印刷製本費　プリント代 18.負担金及び交付金

　5.光熱水費　公衆トイレ 　1.負担金

11.役務費 所子伝統的建造物群保存地区除草管理負担金
　5.保険料 　2.補助金

所子伝統的建造物群保存地区保存事業補助金

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 774 所子伝統的建造物群保存地区保存事業

総合計画の位置づけ 05　まちの誇りとなる文化財を守り活用しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ ３．生涯教育と子育て支援の深化

根拠法令・
要綱等

文化財保護法、
伝統的建造物群保存地区保存条例

個別計画 伝統的建造物群保存地区保存計画

事業
概要

大山町所子伝統的建造物群保存地区内の町並み景観を保護するため、所有者や保存会に対して、補助
金を交付し修理・修景を行う。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

95千円

2000千円

30千円 268千円

451千円 595千円

10千円

44千円

11千円

61千円 60千円

22千円 8306千円

区分

事業費 11,051 11,953 902

国庫支出金 3,900 4,670 770 伝建保存事業補助（国） 4,670

県支出金 700 838 138 伝建保存事業補助（県） 838

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 6,451 6,445 △ 6

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 774 所子伝統的建造物群保存地区保存事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
住民、所子町並み保存会 町並みの景観の改善、保存物件の保護

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

修理 件 1 1 1 1 1

修景 件 0 0 0 1 1

小修理・小修景 件 4 2 2 2 2

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

大山町伝統的建造物群保存地区保存審議会 回 2 2 2 2 2

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

12.委託料 520千円
２４箇所の僧坊と１４か所の通路が対象
史跡大山寺旧境内
除草作業員派遣委託料

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 1006 大山僧坊跡等保存活用事業

総合計画の位置づけ 05　まちの誇りとなる文化財を守り活用しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 文化財保護法、大山町文化財保護条例

個別計画 史跡大山寺旧境内保存活用計画

事業
概要

本町の歴史遺産として価値の高い大山寺僧坊群は、平成２８年に国史跡「大山寺旧境内」として指定を
受けた。その文化財的価値の保存とともに、町の歴史観光資源として草刈りを行い、僧坊跡を歩くことができ
るようにし、また、石垣を見えるようにする。それにより、「実はこんなにも広い範囲に僧坊が広がっていた」こと
や、「旧境内の規模」などを現地で体感できるようにする。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )
90％（70％）

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 520 520 0

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 500 500 0 過疎対策事業債
（ソフト事業分） 500

その他 0 0

一般財源 20 20 0

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 1006 大山僧坊跡等保存活用事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山への来評者 史跡大山寺旧境内の歴史散策、自然散策等への活用のため

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

僧坊の草刈り 箇所 24 24 24 24 24

参道・歩道 箇所 14 14 14 14 14

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

報償費 委託料
千円 千円

千円
旅費 文化財保存技術指導 千円

文化庁指導旅費 39 千円 工事請負費
整備活用委員会委員旅費 千円 千円

千円
需用費

消耗品費 20 千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 1431 史跡大山寺旧境内整備事業

総合計画の位置づけ 05　まちの誇りとなる文化財を守り活用しよう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 文化財保護法

個別計画 史跡大山寺旧境内整備基本計画

事業
概要

『史跡大山寺旧境内整備基本計画』に基づき、令和１１年度までには金剛院、蓮浄院跡の整備を完了
し、登山者が歴史に触れる動線づくりを進める。歴史に興味のない人でも価値に気づき、保護に寄与する仕
組みを整備していく。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

50%
(           )

17%
(           )

6%
(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

史跡大山寺旧境内整備委員会委員謝礼 300 史跡大山寺旧境内石垣修理工事設計監理委託料 5,304
史跡大山寺旧境内金剛院修理工事設計監理委託料 3,960

412

131 史跡大山寺旧境内金剛院修理工事 49,412
史跡大山寺旧境内石垣修理工事 14,333

区分

事業費 69,042 73,911 4,869 （国）史跡等整備事業費補助金 34,774

国庫支出金 34,232 34,774 542 （県）史跡等整備事業費補助金 11,591

県支出金 11,410 11,591 181 大山寺旧境内復旧事業負担金 895

地方債 0 0 0

その他 891 895 4

一般財源 22,509 26,651 4,142

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 20 社会教育費 5 文化財費

事業名 1431 史跡大山寺旧境内整備事業

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
大山への来訪者 史跡大山寺旧境内の本質的価値を構成する要素となる個別

文化財を適切に保存し、来訪者に史跡の魅力が伝わるように整
備を行う。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

史跡大山寺旧境内整備活用委員会 回 1 1 1 1 1

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

記入不可能

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

保険料
建物共済分担金 59千円
常設マウンテンバイクコース施設賠償責任保険 93千円

委託料
指定管理委託料 6,270千円

使用料及び賃借料
シャンツェ敷地土地使用料 223千円

補助金及び交付金
クロスカントリーコース整備費補助金 91千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 2 体育施設費

事業名 345 スポーツ公園管理費

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町大山スポーツ公園条例及び管理運営規則

個別計画

事業
概要

大山スポーツ公園各施設の適正な管理運営と施設を活用した大山地区の活性化を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 6,877 6,736 △ 141

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 6,877 6,736 △ 141

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

,

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 2 体育施設費

事業名 345 スポーツ公園管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民、町外者、高校・大学等スポーツ関係者 スポーツ公園への誘客を図ることで周辺事業者の波及効果を期

待する。公園利用者が増加することにより、地域での宿泊等消
費活動が活発になるように努める。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用人数 人 9,344 10,000 10,000 10,000 10,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用人数 人 9,344 10,000 10,000 10,000 10,000

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標



（提案理由　及び　議案概要）
款 項 目

令和８年度当初予算について

（単位　千円）

修繕料
一般修繕料 200千円

保険料
建物共済分担金 161千円

委託料
防火設備定期点検報告業務 341千円

使用料及び賃借料
電気配管水路敷土地使用料 10千円

令和８年第２回定例会　議案説明資料
担当課 商工観光課

議案番号 23 令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 2 体育施設費

事業名 347 大山総合体育館管理費

総合計画の位置づけ 03　いつでもいつまでもスポーツを楽しむ人を増やそう
所信表明「五本柱」の位置づけ １．経済と産業の発展

根拠法令・
要綱等 大山町大山スポーツ公園条例及び管理運営規則

個別計画

事業
概要

大山総合体育館の適正な管理運営と施設を活用した大山地区の活性化を図る。

令和7年度 令和８年度 比較 令和８年度財源内訳の詳細
① ② ②-① 説明名称 充当額 補助・充当率等

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )

(           )
※補助・充当率等の（　）欄は交付税率

区分

事業費 562 712 150

国庫支出金 0 0

県支出金 0 0

地方債 0 0

その他 0 0

一般財源 562 712 150

財
源
内
訳

事業費
の内訳



款 項 目

,

担当課 商工観光課
令和８年度大山町一般会計予算

50 教育費 25 保健体育費 2 体育施設費

事業名 347 大山総合体育館管理費

対象（誰を対象にしているか） 目的（何のために）
町民、町外者、高校・大学等スポーツ関係者 スポーツ公園と同様で本施設等を中心に誘客を図ることで周辺

事業者の波及効果を期待する。公園利用者が増加することによ
り、地域での宿泊等消費活動が活発になるように努める。

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用人数 人 3,508 6,000 6,000 6,000 6,000

項目 単位 R6
実績

R7
目標

R8
目標

R9
目標

R10
目標

利用人数 人 3,508 6,000 6,000 6,000 6,000

追加・
変更に
ついて

参考
資料

※任意

事業の
対象と
目的

活
動
指
標

成
果
指
標


